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博士論文要旨 
 
ストレンジャーのライフストーリーとオートエスノグラフィ 
―国際移動をくりかえす人々の人類学的研究 
 
リーペレス  ファビオ 
 
 本研究は、両親の国籍が異なり、幼少期からいくつもの社会間を移動し、複数文化
環境で育った「国際移動をくりかえす人」たちが、どのような「差異」に気づき、ど
のように「差異」と向き合い、どのような「差異」を自他を区別する「異質性」と捉
え、その結果どのような人々を「自己」と異なる「他者」と認識し、それらの「他
者」とどのような関係を築き、それらの「他者」との相互交渉を通して、「他者」と
異なる「自己」をどのように捉え、「自己」が抱える「異質性」とどのように折り合
いをつけながら、どのような「自己」を形成しているのかの検討を通して、5人の「ス
トレンジャー（stranger）」としての特質を人類学的に考察することである。 
 そのために、本研究では、集約的なインタビューを通して収集した 4 人のライフス
トーリーと、筆者自身のオートエスノグラフィを題材として、「国際移動を繰り返す
人」の生育史と生活史に関する語りを詳細に記述し、行く先々の社会における「他
者」との接触と交渉、交友、衝突といった出来事を分析する。 
 本研究の序論となる第 1 章では、ストレンジャー論、コスモポリタニズム論、文化
相対主義の実践に関する議論を整理し、本研究の理論的枠組みを構築するとともに、
日本における「外国につながりを持つ人」の研究を整理して分析の視点を定める作業
を行った。第 2章では、5人の移動の遍歴と、それぞれの地域に移住した経緯と動機を
検討した。第 3章では、5人の「国際移動をくりかえす人」の持つ「他者」に対する姿
勢がいかなるものかを検討した。第 4 章では、5 人がどのようにして「他者」の持つ
「差異」を自分に取り入れているのか、どのようにして「他者」から自分の持つ「差
異」を承認してもらい許容してもらうのかという「脱ストレンジャー化」の過程を検
討した。第 5章では、5人の「国際移動をくりかえす人」が「他者」との関わりを断念
したり、ためらったりするという「再ストレンジャー化」の過程に注目し、移動の遍
歴の中で出会った人々の持つ特定の「差異」を受容することを拒否したり移住先に暮
らす人々の持つ「差異」に対して障壁を作り、「差異」を持つ人々と交友関係を断
ち、自分と類似する背景を持つ人々を模索する場合があるのはなぜかを検討した。 
 本研究の民族誌的な知見は以下の通りである。5人は、いずれも、当初は、本人の意
思ではなく、親の移動に伴って、「移動する子ども」としての経験をしている。しか
し、その後は、自分の意思で、留学したり、外国で職に就いたり、あてもなく放浪し
たりしながら、成人後も国際移動をくりかえしている。5人は、どこへ行っても複数の
「何者か」の境界を往来している存在である。そして、そのようなアンビバレントな
状況において、自己のアイデンティティを流動的に捉えている。5 人は、常に「何者
か」であるが、同時に、その「何者か」ではないという状況を生きている。5 人は、
ホスト社会による周縁化と受容の狭間で、「渡り越え」と「橋がけ」を通して「他
者」との関係構築を試みるが、時には関係構築に失敗し、あるいは自ら断念し、「他
者」の持つ「差異」への関心を喪失することもある。そして、行く先々の社会で様々
な「文化」を選択的に習得または拒否しながら、独自の「自己」を形成している。 
 本研究の理論的な知見は以下の通りである。5 人の「国際移動を繰り返す人」は皆
ジンメル的な意味でストレンジャーであるが、さらに 3つのタイプに分類できる。第 1
は、複雑な移動の遍歴と言語能力を持ち複数の「文化の型」を身に付けるタイプであ
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る。第 2 は、ハイブリッドであり、複雑な移動の遍歴と言語能力を持ち、複数の「文
化の型」を身に付け、「何者か」を装う能力を持つタイプ複雑な移動の遍歴と言語能
力を持ち、複数の「文化の型」を身に付け、「何者か」を装う能力を持つタイプであ
る。そして第 3 は、両親の国籍が異なり、混淆的な外見的特徴を持つハイブリッドで
あり、複雑な移動の遍歴と言語能力を持ち、複数の「文化の型」を身に付け、「何者
か」を装う能力を持ち、さらにそのアンビバレントな特徴によってホスト社会の人々
に混乱と不安をもたらしうるタイプである。5 人は、コスモポリタニズム論が想定す
るコスモポリタンな主体の様々な特徴を部分的に備えているが、完璧にコスモポリタ
ンであるわけではない。また、5 人は、文化相対主義を実践しているが、その実践は
選択的であり、より正確には「自省型マルチエスノセントリズム（Self-Reflective 
Multi-ethnocentrism）」とでも呼ぶべき性向を示す。 
 本研究は、「国際移動をくりかえす人」という現代世界のストレンジャーの特質を
明らかにすることによって、グローバル化とトランスナショナリズムの人類学的研究
に寄与するものである。 
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論  文  名 
ストレンジャーのライフストーリーとオートエスノグラフィ 
―国際移動をくりかえす人々の人類学的研究 
 本論文は、幼い頃から複数の国家、言語、文化を跨いで生きてきた「国際移動を繰り
返す人」を研究対象とし、集約的なインタビューを通して収集した 4 人の語るライフス
トーリーと筆者自身のオートエスノグラフィを材料として、本人による生育史と生活史
に関する語りを詳細に記述し、行く先々の社会における「他者」との接触と交渉、交友、
衝突といった出来事の分析を通して、「他者」との関係性の構築過程と「自己」の形成過
程とを明らかにした。 
 本研究の序論となる第 1 章では、理論的枠組みとなるストレンジャー論、コスモポリ
タニズム論、文化相対主義の実践に関する議論の流れに本研究が位置付けられる。第 2
章では、5人の「国際移動をくりかえす人」の移動の遍歴と、それぞれの地域に移住した
動機が分析される。第 3章では、5人の持つ「他者」に対する姿勢の多様性と変化が分析
される。第 4章では、5人が、どのように「他者」の持つ「差異」を自分に取り入れ、ど
のように「他者」から自分の持つ「差異」の承認を得ているかという「脱ストレンジャ
ー化」の過程が明らかにされる。第 5章では、5人が「他者」との関わりを断念したり、
ためらったりするという「再ストレンジャー化」の過程が明らかにされる。そして、結
論となる第 6章では、5人の「国際移動を繰り返す人」は、ジンメル的な意味でストレン
ジャーであるが、(1)複雑な移動の遍歴と言語能力を持ち複数の「文化の型」を身に付け
るタイプ、(2)それに加えて、ハイブリッドであり、「何者か」を装う能力を持つタイプ、
(3)両者に加えて、両親の国籍が異なり、混淆的な外見的特徴を持ち、そのアンビバレン
トな特徴によってホスト社会の人々に混乱と不安をもたらしうるタイプの 3 類型がある
こと、「国際移動をくりかえす人」はコスモポリタニズム論が想定するコスモポリタンな
主体性を完璧に備えているわけではなく、文化相対主義の実践も選択的であり、「自省型
マルチエスノセントリズム」とでも呼ぶべき傾向が見られることが論じられる。 
 以上の知見は、グローバル化とトランスナショナル化の人類学とコスモポリタニズム
研究に民族誌的かつ理論的に寄与するところ大である。よって、本論文の提出者は、博
士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
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